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高校時代に病気で８年
の療養のあと東京大学
へ。独学で仏語を習得し
生活のために翻訳の仕事
を。どんな困難にも屈せ
ず「常に自ら貧しい者と
して、貧しい者と共に歩
む」が信条の苦労人。
サラ金で一家破滅に追
い込まれた人の支援や、
会社の役員時代に赤字の
関連会社の再建をてがけ
るなど、「命あるものが
愛と希望にあふれる人生
をおくれるよう」身を呈
して歩んできた市民の心
のわかる人。

本名・三本木國喜（さんぼんぎ

・くによし）、１９３４年２月２７日

生まれ。父をビルマ戦線で亡く

し、母の手で育てられる。病気

療養で高校中退。大検合格後、

東京大学へ。卒業論文は「貧困

化理論について」。大隈鋳造株

式会社に入社、その後旭サナッ

ク�専務取締役に。２０００年に南
山大学大学院修士課程修了。９８

年から２０００年までカトリック布

池教会信徒会長、現在はカトリ

ック名古屋教区信徒協議会副会

長。

〈趣味〉小説執筆（１２冊を自費

出版）、読書、音楽観賞。

〈好きな言葉〉幸いなるかな平

和をつくる人、その人は神の子

と呼ばれる。（マタイ５―９）

みんなの幸せ
考える苦労人
うの ていを
プロフィール

名
古
屋
市
政
に
対
す
る
私
た
ち
の
課
題
は
、
緊

急
の
も
の
と
し
て
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
万
博
・
空
港
・
徳
山
ダ
ム
な
ど
ム
ダ

な
公
共
事
業
を
見
直
し
、
税
金
の
使
い
道
を
健
全

な
姿
に
し
、
破
産
寸
前
の
名
古
屋
市
の
財
政
を
一

日
も
早
く
立
て
直
す
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
二
一
七
万
市
民
の
く
ら
し
と
営

業
を
守
り
、
す
べ
て
の
名
古
屋
市
民
が
、
特
に
弱

い
立
場
の
人
た
ち
が
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
必
ず
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
市
民
自
治
で
す
。

二
一
七
万
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
し
、情
報

公
開
と
市
民
参
加
に
よ
っ
て
、愛
と
希
望
に
溢
れ

る
、わ
が
ま
ち
名
古
屋
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の

市
民
自
治
名
古
屋
を
築
き
上
げ
る
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
名
古
屋
が
平
和
と
人
権
尊
重
の

先
進
都
市
と
な
る
こ
と
で
す
。

平
和
憲
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
老
若
男
女
す
べ

て
の
人
に
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が
保
障
さ
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
暴
力
や
犯
罪
や
交
通
事
故

や
災
害
の
な
い
、
明
る
く
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

し
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
が
す
く
す
く
と
成
長

し
て
、
私
た
ち
の
次
の
世
代
を
担
っ
て
く
れ
る
の

を
見
守
っ
て
や
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

―
―
そ
う
い
っ
た
み
ん
な
の
願
い
を
実
現
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
は
ま
さ
に
、
私
た
ち
の
名
古
屋
が
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
る
、
大
き
な
転
換
期
で
す
。
そ
の
大
事

業
を
、
二
一
七
万
市
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
取
り
合

っ
て
す
す
め
、
実
現
し
て
い
き
た
い
と
、
わ
た
し

は
心
か
ら
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

市民自治・名古屋の会は、うのていをさんの出
馬表明と政策を発表しました。

市民自治・名古屋

中区葵２丁目１３－２６ 第二小林ビル１F
市民自治・名古屋の会

私
の
決
意
う
の

て
い
を

NO.１２００１年３月

市
民
の
た
め
の
市
政
を
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
う
の
て
い
を
さ
ん
と

と
も
に
、
名
古
屋
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
大
事
業
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。
ム

ダ
な
大
型
開
発
を
す
す
め
る
一
方
で
、
「
市
民
に
は
辛
抱
し
て
も
ら
う
」
と

平
気
で
い
う
現
市
長
に
は
、
市
民
の
願
い
は
託
せ
ま
せ
ん
。

�９７９－７５７１ ３月２３日
�９７９－７５７３ 開通予定

さ
ん
が
出
馬
を
表
明

「「
市市
政政
をを
変変
ええ
たた
いい
」」願願
いい
大大
切切
にに

う
の
て
い
を

）（

�月��
日

名古屋市長
選挙



市政を変えるとき
うの ていを
愛愛
とと
希希
望望
ああ
ふふ
れれ
るる
名名
古古
屋屋
をを

みんなの力をあわせて……いま

万博、新空港などムダな大型プロジェクト
を見直し、財政再建をはかります

名古屋市の借金は３兆３千億円（市民一人１５３万円）に。
にもかかわらず、オール与党市政は、愛知万博や中部新空
港、徳山ダムなどをすすめ財政破綻へまっしぐら。財政再
建の道すじは、まず大型プロジェクトの見直しを第一に。

市民に開かれた市政を実現します

計画段階から実施過程までの情報を公開し、市民参加・
職員参加を市政運営の基本におきます。それに対して、現
市長は「すでに決まったこと」「途中では変えれない」と
市民や地元住民の「理解と納得」をあとまわしにしてきました。

障害者、子ども、お年寄りを大切にし、福
祉・医療を充実します
現市長は、障害者や乳幼児の医療費無料制度に所得制限
を導入し新たに１７６００人が有料に。お年寄りの介護保険料
は、大阪市や横浜市などでは減免制度がつくられました
が、現市長はその気もありません。

３０人学級を実現し、深刻な教育問題を打開
します
中学生の５０００万円恐喝事件で深刻な実態が明らかに。不
登校などの生徒が急増しています。高校進学率は政令市で
最下位です。３０人学級を実現し、どの子ものびのび育つ教育を。

中小業者の営業を守り、地域経済を活性化
させます
あいつぐ中小業者の倒産・廃業。市の中小企業向けの仕
事の発注は政令市で最低クラスです。大型店進出は野放し
で、商店数は大幅に減り続けています。大型店進出を規制
し、中小企業むけ官公需を大幅にふやします。

「「市市民民自自治治」」をを提提案案

「オール与党市政を変えたい」
という願いを実現するため、候
補者一本化にむけ市民団体や革
新市政の会は粘り強い努力を重
ねてきました。しかし、予備選

挙で一位となり、立候補を決意
された梅村氏が「立候補辞退」
に至った原因を革新市政の会が
つくりだしました。このことに
対し、梅村氏はもとより市民の

みなさん、そして、候補者一本
化に尽力された予備選挙候補者
の鷲田氏に対して、心からお詫
び申し上げます。そしてこの事
態の中で、出馬の決意をされた
「市民自治の会」の“うの て
いを”さんに心から敬意を表し
ます。

現在の「市民不在のオール与
党市政」を変えたい、変えよう
の市民の願いは大きく広がって
います。私たち革新市政の会は
「市民本位の市政をつくる運
動」に全力をあげることで再
度、市民のみなさんの信頼に応
えていく決意です。

革新市政の会・総務代表世話人会議は、候補者擁立
の経過について、次の「お詫び」を発表しました。

藤前干潟を守った

藤前干潟をゴミで埋めよ
うとした現市長とオール与
党に対し、市民の運動で干
潟の保全を約束させました。

海上の森を守った

世界中から批判された海
上の森を破壊する愛知万博
計画を、住民投票条例の制
定運動で大幅に変更させま
した。

「税金のムダづかいやめて」
と８万３千人が署名

万博、新空港、徳山ダム
など税金のムダづかいを問
う直接請求署名に、８万３
千人を超える市民の皆さん
が賛同。市民投票実現はみ
んなの願いになっています。

ゴミ減量は
市民の力です
現市長はゴミの分別収集

を市民との協力でなく、上
から短期間に押しつけてき
ました。ゴミ減量に大きな
努力をしてきたのは市民で
す。現市長の実績のように
言うなんて�

『中日新聞』の報道によれば、長野や栃木の知事選挙のよ

うに、名古屋市でも「変革」を求める人が６割にも。この

間、名古屋市民の世論と運動が市政を動かしてきました。

市市民民のの共共同同のの力力でで
ここここままでで前前進進ししままししたた


